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Abstract
　The “Memorandum of Understanding about the Osaka War and the Daishoji War,” which is owned by 
the Kanazawa City Tamagawa Library Modern History Museum, is a memorandum addressed to Soei 
Imamura by Hayato Nishio on September 27, 1631. In this historical source, the trends and achievements 
of Hayato Nishio and Toshitsune Maeda, who served in the Siege of Osaka (1614－1615), are described 
in detail. This is a valuable primary historical document, written by those who actually fought on the 
battlefield. These memorandums were created for the long-term intermittent examination of military service 
even after the end of the Siege of Osaka, and were indispensable for establishing the order of precedence of 
the Kaga domain’s vassals. In this article, we introduce the full text of the “Memorandum of Understanding 
about the Osaka War and the Daishoji War” to bring it to the attention of and promote its study and use by 
researchers. 
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要
旨

　
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
「
西
尾
隼
人
大
坂
陣
覚
書
・
大
聖
寺

陣
覚
書
」
は
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
九
月
二
七
日
に
西
尾
隼
人
が
今
村
宗
栄

へ
宛
て
た
覚
書
で
あ
る
。
本
史
料
に
は
、
慶
長
一
九
・
二
〇
年
（
一
六
一
四
・
五
）

に
勃
発
し
た
大
坂
の
陣
に
従
軍
し
た
西
尾
隼
人
や
前
田
利
常
隊
の
戦
場
に
お
け
る

動
向
と
戦
功
が
詳
細
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
実
際
に
戦
場
で

戦
っ
た
本
人
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
貴
重
な
一
次
史
料
で
あ
る
。
こ
う
し
た
覚
書

は
、
大
坂
の
陣
終
結
後
も
長
く
断
続
的
に
行
な
わ
れ
た
戦
功
吟
味
の
た
め
に
作
成

さ
れ
、
加
賀
藩
家
臣
団
秩
序
の
確
立
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、「
西
尾
隼
人
大
坂
陣
覚
書
・
大
聖
寺
陣
覚
書
」
を
全
文
翻
刻
し
て

紹
介
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
研
究
者
の
利
用
に
資
し
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
加
賀
藩
、
前
田
利
常
、
大
坂
の
陣
、
戦
功
書
上

【
解
題
】

　「
西
尾
隼
人
大
坂
陣
覚
書
・
大
聖
寺
陣
覚
書
」
は
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近

世
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
に
古
書
店
よ
り
購
入
さ
れ
た
も
の

と
い
う
。
縦
二
三
・
六
㎝
×
横
一
八
・
六
㎝
の
大
本
で
、
全
一
冊
四
二
丁
に
及
ぶ
。

途
中
、
見
開
き
二
頁
に
わ
た
っ
て
図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
史
料
館
加
越
能

文
庫
に
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
も
つ
「
大
坂
御
陣
乃
書
附
大
聖
寺
御
陣
」（
史
料

番
号
一
六
・
五
一
―
〇
五
七
）
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
い
く

つ
か
の
論
文
等
に
引
用
さ
れ
て
き
た
　１
。
加
越
能
文
庫
本
の
奥
書
に
は
、「
安
政

三
年
（
一
八
五
六
）
吉
日
」
の
日
付
と
加
賀
藩
重
臣
青
山
徳
次
の
名
を
記
す
。
ま

た
、「
此
の
書
は
西
尾
家
元
祖
の
自
筆
に
て
、
則
ち
大
坂
の
陣
中
御
先
手
の
横
目

役
を
相
勤
め
言
上
の
下
物
の
由
に
て
、
当
西
尾
隼
人
よ
り
借
用
し
写
し
置
く
も
の

な
り
」と
あ
り
、幕
末
に
西
尾
家
本
を
借
用
し
て
書
き
写
さ
れ
た
写
本
で
あ
っ
た
。

　
作
者
の
西
尾
隼
人
長
昌
は
、
五
〇
〇
〇
石
を
禄
す
る
加
賀
藩
の
人
持
組
で
あ
っ

た
。
同
図
書
館
所
蔵
「
諸
士
由
緒
帳
」
に
よ
る
と
、
隼
人
の
父
西
尾
光
昌
は
も
と

【
資
料
紹
介
】
　金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
所
蔵

「
西
尾
隼
人
大
坂
陣
覚
書
・
大
聖
寺
陣
覚
書
」
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も
と
豊
臣
秀
次
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
子
息
の
隼
人
長
昌
は
前
田
利
長
に
仕
え
、
慶

長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
大
聖
寺
合
戦
で
初
陣
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
前
田
利
常

に
仕
え
て
大
坂
の
陣
に
従
軍
、
足
軽
頭
や
公
事
場
奉
行
な
ど
を
勤
め
て
、
万
治
元

年
（
一
六
五
八
）
五
月
二
五
日
に
七
四
歳
で
死
去
し
た
と
い
う
。

　
本
史
料
に
は
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
九
月
二
七
日
に
西
尾
隼
人
長
昌
が
前

田
利
常
の
使
者
で
あ
る
今
村
宗
栄
へ
宛
て
た
覚
書
と
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
八

月
三
日
に
起
き
た
大
聖
寺
城
の
戦
い
、
大
坂
の
陣
で
の
鉄
砲
に
関
す
る
覚
書
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
主
に
今
村
宗
栄
に
宛
て
た
覚
書
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

慶
長
一
九
・
二
〇
年
（
一
六
一
四
・
五
）
に
勃
発
し
た
大
坂
の
陣
に
従
軍
し
た
西

尾
隼
人
の
戦
場
に
お
け
る
動
向
と
戦
功
が
、
一
五
箇
条
に
わ
た
っ
て
書
き
記
さ
れ

て
い
る
。
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）「
霜
月
（
一
二
月
の
誤
り
か
）」
四
日
の
真

田
丸
攻
城
戦
と
、
翌
二
〇
年
（
一
六
一
五
）
五
月
七
、
八
日
の
天
王
寺
合
戦
に
お

け
る
前
田
軍
の
生
々
し
い
激
戦
の
実
態
を
伝
え
る
な
ど
、
大
坂
冬
・
夏
の
両
陣
の

経
緯
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
西
尾
隼
人
と
行
動
を
と
も
に
し
、
彼
の
戦

功
を
眼
前
で
目
撃
し
た
津
田
勘
兵
衛
重
次
ら
、
前
田
方
の
軍
事
動
向
に
つ
い
て
も

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
史
料
は
、
第
一
に
大
坂
夏
の
陣
終
結
か
ら
わ
ず
か
一
五
年
ほ
ど
の
ち
に
作
成

さ
れ
た
従
軍
者
本
人
に
よ
る
覚
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
加
越
能
文

庫
本
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
青
山
徳
次
の
奥
書
を
も
つ
書
写
本
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
史
料
は
奥
書
に
「
寛
永
八
年
九
月
廿
七
日
」
の
日
付
と

「
西
尾
隼
人
」
の
花
押
を
も
つ
原
本
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
第
二
に
、
戦
争
を
実
体
験
し
た
本
人
の
記
述
を
通
し
て
、
合
戦
の
実
態
や
そ
れ

に
か
か
わ
る
人
び
と
の
動
向
が
赤
裸
々
に
読
み
取
れ
る
貴
重
な
一
次
史
料
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、「（
冬
・
夏
の
）
両
陣
と
も
に
御
先
手
の
御
横
目
を
仰
せ
付
け
ら

れ
候
と
こ
ろ
、
諸
事
御
下
知
を
相
守
り
、
申
し
付
け
候
」
と
あ
っ
て
、
横
目
役
で

あ
る
西
尾
隼
人
が
最
前
線
に
布
陣
し
た
部
隊
の
統
制
と
、
前
田
利
常
か
ら
の
命
令

の
伝
達
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た
、「
猩
猩
緋
の
羽
織
着
し
申
す
武
将
」

が
真
田
丸
か
ら
約
七
ｍ
ほ
ど
前
に
出
て
き
た
の
で
西
尾
隼
人
が
鑓
で
突
こ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
西
尾
の
後
ろ
か
ら
鑓
で
突
い
た
武
者
が
い
た
。
大
坂
城
の
方
に
引
き

上
げ
よ
う
と
し
た
こ
の
武
者
を
鑓
で
突
き
伏
せ
る
と
、
武
者
は
頭
を
大
坂
城
に
向

け
倒
れ
た
と
い
う
。
敵
味
方
の
入
り
乱
れ
た
戦
場
に
お
け
る
壮
絶
な
戦
闘
の
一
場

面
を
伝
え
て
い
る
。

　
第
三
に
、
前
田
利
常
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
加
賀
藩
上
層
部
が
、
合
戦
終
結

直
後
か
ら
一
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
た
び
重
な
る
戦
功
吟
味
を
行
な
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
西
尾
隼
人
は
、
本
史
料
が
前
田
利
常
の
命
を
受
け
た
使
者
で
あ

る
今
村
宗
栄
に
大
坂
の
陣
の
こ
と
を
語
っ
た
二
度
目
の
書
付
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
前
田
利
常
か
ら
の
「
御
直
の
御
吟
味
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。「
此
れ
以
前
、
御
吟
味
の
御
老
中
へ
申
し
入
れ
る
ご
と
く
に
候
」
と
も
あ
る

か
ら
、
利
常
麾
下
の
老
中
た
ち
も
同
様
の
吟
味
を
行
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
六
三
）
に
山
田
四
郎
右
衛
門
が
著
し
た
『
三

壺
聞
書
』
を
み
て
み
よ
う
。

寛
永
八
年
十
月
上
旬
に
、
先
年
大
坂
陣
に
高
名
之
も
の
共
大
形
に
聞
届
、
加

増
を
遣
す
。
元
和
二
年
に
家
中
又
も
の
迄
手
柄
之
次
第
聞
届
、
褒
美
を
遣
す

と
い
へ
共
、
唯
今
委
細
に
可
被
聞
召
上
之
旨
仰
出
、
古
老
の
者
共
、
御
次
に

て
覚
の
者
共
召
寄
せ
、
証
拠
を
糺
し
其
の
場
の
儀
を
申
上
る
に
付
き
、
鑓
合

に
前
後
の
争
ひ
有
り
。
首
に
も
ぎ
つ
け
・
直
首
の
違
ひ
有
り
。
悉
く
口
論
に

及
ぶ
族
も
有
り
。
夫
々
に
御
吟
味
あ
り
て
恩
賞
厳
密
に
執
行
さ
せ
給
ふ
。
弓

箭
の
本
意
末
代
の
面
目
也
。

　　
利
常
が
寛
永
八
年
に
吟
味
を
行
っ
た
の
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
の
論
功

行
賞
に
不
備
が
あ
り
、
家
臣
た
ち
が
「
口
論
」
に
及
ん
で
い
る
事
態
を
考
慮
し
て

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
加
賀
藩
家
臣
内
の
行
賞
を
め
ぐ
る
不
和
は
陣
後
も
し
ば
し
ば

起
こ
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
戦
功
吟
味
は
断
続
的
に
長
期
化
し
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
大
坂
の
陣
に
お
け
る
論
功
行
賞
こ
そ
が
、
そ
の
後
の

加
賀
藩
に
お
け
る
家
臣
団
秩
序
の
確
立
と
維
持
に
決
定
的
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
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と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
四
に
、
も
う
一
方
の
西
尾
隼
人
に
と
っ
て
、
覚
書
の
提
出
は
自
ら
の
功
績
を

主
張
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
本
史
料
に
お
け
る
具
体
的
な
合
戦
の
記
録

は
、
横
目
役
を
無
事
に
果
た
し
た
戦
功
を
修
正
・
強
調
し
て
再
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、「
御
先
手
中
に
私
同
前
に
も
参
り
た
る
と
申

す
に
お
い
て
は
、
以
て
の
外
偽
り
に
て
御
座
候
」
と
反
論
し
て
、
最
前
線
で
戦
っ

た
功
績
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、「
私
つ
き
ふ
せ
申
す
武
者
は
、
た
し
か
に
勘

兵
衛
云
い
申
す
通
り
八
日
の
朝
に
物
語
仕
り
候
通
り
、
相
違
無
く
候
条
、
津
田
勘

兵
衛
罷
り
越
す
義
、
相
違
な
く
御
座
候
」
と
も
あ
っ
て
、
戦
功
認
定
の
日
時
を
明

記
し
て
、
そ
の
場
に
い
た
津
田
勘
兵
衛
と
相
互
に
証
人
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し

た
覚
書
は
、
藩
上
層
部
に
よ
る
家
臣
内
秩
序
の
統
制
と
、
従
軍
者
に
よ
る
戦
功
の

主
張
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
の
な
か
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
　２
。
加
賀

藩
成
立
初
期
の
藩
政
や
前
田
家
家
臣
団
の
動
向
を
考
え
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要

な
史
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
史
料
の
記
述
を
紹
介
し
な
が
ら
、
若
干
の
解
説
を
述
べ
て
き
た
。
こ
の

史
料
の
詳
細
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
今
後
に
ゆ
だ
ね
た
い
。
本
稿
で
は
、
本

史
料
の
全
文
を
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
の
に
と
ど
め
、
研
究
者
の
利
用
に
期
待
し
た

い
。

〈
註
〉

１ 

岡
嶋
大
峰
「
戦
場
に
お
け
る
大
名
前
田
家
統
制
と
加
賀
藩
士
の
自
律
性
」

（『
加
賀
藩
研
究
』
二
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
加
越
能
文
庫
に
よ
る
大
坂
冬

の
陣
の
検
討
」（
長
山
直
治
氏
追
悼
集
刊
行
委
員
会
編
『
加
賀
藩
研
究
を
切

り
拓
く
』
桂
書
房
、
二
〇
一
六
年
）。

２ 

覚
書
に
つ
い
て
は
、
金
子
拓
『
記
憶
の
歴
史
学
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
）

参
照
。

【
凡
例
】

①
字
体
は
、
新
字
体
を
用
い
、
常
用
漢
字
を
使
用
す
る
。
異
体
字
・
略
字
・
古
字
・

俗
字
は
、
基
本
的
に
使
用
し
な
い
。
ま
た
、
変
体
が
な
は
適
宜
平
仮
名
に
す
る

が
、「
者
」・「
而
」・「
茂
」・「
与
」
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

②
句
読
点
は
全
て
「
、
」
及
び
「
・
」
に
統
一
し
、
適
宜
施
す
。

③
繰
り
返
し
符
号
（
踊
り
字
）
は
、一
の
字
点
（
片
か
な
「
ヽ
」、ひ
ら
が
な
「
ゝ
」、

漢
字
「
々
」、
く
の
字
点
「
〳
〵
」）
を
用
い
る
。

④
見
せ
消
し
は
該
当
箇
所
の
左
傍
に
「

」
を
付
す
。

⑤
原
本
に
虫
食
い
・
破
損
が
あ
り
、
判
読
で
き
な
い
箇
所
は
、
そ
の
判
読
で
き
な

い
字
数
が
判
明
す
る
場
合
は
、
そ
の
字
数
に
相
当
す
る
□
を
記
す
。

⑥
誤
字
・
宛
字
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
、
該
当
箇
所
の
右
傍
に
（
　
）・（
　
カ
）

と
註
す
る
。

⑦
図
は
、
写
真
と
ト
レ
ー
ス
図
で
示
す
。
文
字
数
が
多
く
、
ト
レ
ー
ス
図
内
で
翻

刻
で
き
な
い
部
分
は
、
Ａ
～
Ｄ
に
分
け
て
翻
刻
す
る
。

【
翻
刻
】従

　
中
納
言
様
今
村
宗
栄
御
使
ニ
而
被
　
仰
出
、
重
而
二
度
目
ニ
両
度
御

陣
之
儀
申
上
候
書
付

一
、
寅
ノ
年
霜
月
四
日
之
朝
、
真
田
丸
を
西
ニ
当
、
東
之
方
山
崎
閑
斎
先
手
ニ

罷
有
、
夜
之
内
ニ
東
之
方
須
戸
口
ニ
付
、
是
よ
り
乗
込
可
申
候
哉
と
関
斎
ヘ

案
内
申
入
候
処
ニ
、
今
日
ハ
御
せ
め
無
之
候
条
、
早
々
岸
之
上
た
か
み
ま
て

引
上
可
申
旨
申
来
ニ
付
、
未
夜
之
内
ニ
引
上
申
候
、
御
鉄
炮
之
者
共
百
挺
余

り
西
東
へ
立
さ
せ
、
真
田
出
丸
へ
も
又
北
惣
構
へ
も
打
懸
さ
せ
申
候
事
、

一
、
卯
之
年
五
月
七
日
、
一
番
之
御
合
戦
之
時
、
手
前
之
仕
方
御
老
中
山
崎
閑

斎
・
本
多
安
房
守
・
横
山
々
城
守
・
松
平
伯
耆
・
水
野
内
匠
吟
味
之
上
相
極

□（
候
カ
）通

、坂
井
就
庵
御
使
ニ
而
相
立
　
御
耳
候
、両
陣
共
ニ
前
後
之
次
第
、一
々

具
書
上
可
申
旨
、
重
而
今
村
宗
栄
を
以
就
被
　
仰
出
申
上
候
、
右
ニ
浅
加
左

京
を
以
被
　
仰
出
刻
者
、
大
形
之
有
増
迄
ヲ
書
上
申
候
処
ニ
如
斯
被
　
仰
出
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候
儀
、
弥
忝
奉
存
前
後
之
次
第
申
上
候
覚
、

重
而
就
被
　
仰
出
言
上
仕
候

一
、
先
年
大
坂
表
寅
ノ
年
・
卯
ノ
年
両
御
陣
共
ニ
御
先
手
之
御
横
目
被
　
仰
付

候
処
、
諸
事
相
守
御
下
知
申
付
候
、
御
機
嫌
ニ
被
　
思
召
候
、
其
上
為
両
陣

自
分
之
働
を
仕
義
、
尤
ニ
被
為
思
召
候
、
誠
以
冥
加
至
極
有
難
奉
存
候
、

度
々
御
吟
味
大
形
へ
被
聞
召
上
候
へ
共
、
両
陣
之
次
第
一
々
前
後
書
印
可
指

上
旨
、
忝
奉
存
申
上
候
御
事
、

一
、
寅
ノ
霜
月
四
日
之
朝
、
山
崎
閑
斎
御
先
手
ニ
罷
有
候
、
其
朝
敵
不
罷
出
候

得
者
、
急
度
御
奉
公
ハ
不
申
上
候
得
共
、
閑
斎
御
先
手
ニ
居
申
候
、
御
鉄
炮

頭
共
二
三
人
あ
し
く
ニ
罷
成
候
処
、
津
田
外
記
・
私
罷
有
、
無
由
断
御
鉄

炮
共
う
た
せ
、
其
所
首
尾
能
仕
候
、
閑
斎
方
よ
り
も
十
度
ニ
余
り
使
指
越
申

候
、
む
り
を
仕
罷
有
義
沙
汰
之
限
ニ
候
、
早
々
引
上
可
申
候
、
如
此
度
々
申

遣
候
上
引
取
不
申
候
者
御
前
ヘ
申
上
切
腹
仕
せ
可
申
由
申
越
候
、
其
時
隼
人

返
事
仕
候
、
尤
引
上
可
申
候
得
共
、
真
田
丸
之
向
ニ
奥
村
因
幡
守
付
居
申
、

其
外
馬
印
共
少
々
相
見
へ
申
候
、
閑
斎
義
ハ
御
先
手
之
義
ニ
御
座
候
、
右
之

者
共
引
取
不
申
候
内
ハ
、
御
鉄
炮
之
者
共
引
上
申
間
敷
候
、
見
合
首
尾
次
第

ニ
可
仕
候
之
条
、
今
日
之
儀
ハ
私
次
第
ニ
被
成
可
給
候
旨
、
閑
斎
へ
返
事
申

切
、
下
知
申
聞
御
鉄
炮
共
う
た
せ
罷
有
候
、
然
所
閑
斎
方
よ
り
自
分
之
鉄
砲

頭
西
村
次
右
衛
門
、
其
外
閑
斎
身
近
も
の
共
四
五
人
指
越
付
置
申
候
、
其
後

従
　
中
納
言
様
為
御
使
宮
城
采
女
被
下
候
、
則
朝
よ
り
之
次
第
宮
城
ニ
申
渡

候
、
隼
人
御
請
申
段
定
而
宮
城
可
被
申
上
候
、
其
以
後
従
　
将
軍
様
赤
母
衣

之
御
使
番
衆
為
　
上
使
御
両
人
御
越
候
、
　
上
意
之
通
、
勢（

筑
）前

守
殿
御
先
手

大
坂
惣
構
へ
付
可
申
体
ニ
御
は
た
本
へ
相
見
候
、
今
日
者
御
せ
め
さ
せ
無
之

候
間
、
早
々
引
上
候
へ
と
の
御
使
ニ
参
候
、
是
へ
罷
越
内
ニ
、
今
程
ハ
一
段

可
然
体
ニ
候
、
弥
此
分
尤
之
由
被
申
候
条
、
則
御
両
人
之
　
上
使
衆
ヲ
外

記
・
隼
人
同
心
仕
罷
出
、
朝
よ
り
前
後
之
様
子
懸
御
目
、
次
第
共
一
々
申
上

候
処
、　
御
上
使
衆
見
被
申
内
ニ
、
隼
人
鉄
砲
ニ
而
う
た
れ
申
候
、
御
覧
被

成
御
両
人
衆
も
早
々
御
帰
ニ
候
、
此
段
ハ
津
田
外
記
ニ
御
尋
被
可
成
候
、
四

日
之
朝
如
此
首
尾
能
仕
成
候
、
跡
よ
り
被
申
越
通
ニ
引
上
申
候
ハ
ヽ
、
先
手

之
御
鉄
炮
共
打
立
ら
れ
申
様
ニ
案
之
内
可
被
成
与
存
候
、
閑
斎
も
の
共
馬
乗

五
六
人
罷
有
居
申
候
条
、
私
共
仕
形
能
立
可
申
候
、
是
又
閑
斎
ニ
御
尋
被
聞

召
上
可
被
下
候
、
其
以
後
奥
村
因
幡
守
引
上
申
候
、
其
外
何
茂
引
取
申
候
、

御
鉄
炮
共
早
々
引
上
可
申
与
存
候
処
、
真
田
丸
向
惣
中
御
引
上
候
得
共
、
因

幡
馬
印
を
相
立
五
三
人
ニ
而
残
居
申
候
、
跡
之
岸
き
ハ
ま
て
五
六
拾
間
も
可

有
御
座
候
、
其
間
ニ
而
因
幡
五
度
個
折
敷
居
申
、
鉄
炮
手
ヲ
負
申
与
此
方
へ

も
相
見
候
、
扨
何
茂
引
取
申
故
、
此
方
も
御
鉄
炮
之
者
共
、
先
よ
り
五
人
十

人
宛
谷
迄
引
取
申
候
、其
朝
敵
不
罷
出
候
付
而
存
通
之
御
奉
公
ハ
無
御
座
候
、

堀
才
助
与
隼
人
出
入
之
義
ハ
、
外
記
并
藤
田
八
郎
兵
衛
・
長
田
猪
之
助
・
閑

斎
も
の
共
へ
御
尋
被
成
可
被
下
候
、　
御
前
へ
被
召
候
時
、
大
形
有
増
ハ
御

本
陣
ニ
而
御
直
ニ
申
上
候
様
ニ
奉
存
候
御
事
、

一
、
次
卯
ノ
年
五
月
七
日
、
岡
山
表
一
番
之
御
合
戦
、
山
崎
閑
斎
・
奥
村
河
内

守
ニ
被
　
仰
付
候
、
両
人
与
中
御
横
目
被
　
仰
付
罷
有
候
、
然
所
ニ
隼
人
手

前
御
吟
味
最
前
被
為
　
聞
召
上
忝
奉
存
候
、
併
御
吟
味
之
御
老
中
之
内
ニ
隼

人
江
被
申
分
御
座
候
条
、
定
而
　
御
前
へ
有
様
ニ
相
立
　
御
耳
へ
申
間
敷
義

無
念
ニ
奉
存
候
得
共
、
高
岡
者
之
儀
御
座
候
ヘ
ハ
、
其
時
分
何
れ
を
以
可
申

上
様
無
御
座
付
而
、
其
以
後
御
加
増
之
御
一
行
不
致
頂
戴
、
神
谷
式
部
方
迄

指
上
置
申
候
、
私
義
御
暇
被
下
候
様
ニ
と
及
多
年
本
多
安
房
守
・
横
山
山
城

守
迄
申
断
、
書
付
上
置
申
候
処
、
先
以
御
一
行
頂
戴
仕
置
、
重
而
御
理
可
申

上
候
、　
殿
様
江
之
御
口
こ
た
へ
の
様
ニ
罷
成
候
間
、
両
人
申
こ
と
く
ニ
可

仕
之
旨
、式
部
を
以
被
申
候
間
、　
殿
様
へ
之
御
不
足
無
御
座
候
条
畏
存
候
、

御
両
人
次
第
ニ
当
分
御
一
行
可
奉
致
頂
戴
候
、
か
様
之
段
々
連
々
　
御
耳
江

も
相
立
申
候
哉
、
今
度
重
而
御
直
之
御
吟
味
一
々
書
付
可
指
上
旨
、
誠
忝
奉

存
事
な
か
く
御
座
候
得
共
、
被
　
仰
出
忝
前
後
之
次
第
申
上
御
事
、

二
、
卯
五
月
七
日
巳
ノ
刻
前
、
　
殿
様
御
先
手
江
被
成
御
座
、
閑
斎
・
河
内
守

へ
被
　
仰
聞
候
ハ
、
昨
晩
よ
り
如
被
　
仰
付
候
、
今
日
者
諸
手
之
御
先
手
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従
　
将
軍
様
被
　
仰
付
候
上
ハ
、
諸
手
ニ
無
構
、
早
々
御
合
戦
始
可
申
旨

被
　
仰
付
候
、　
殿
様
も
御
先
手
ニ
被
成
御
座
、
御
合
戦
早
々
可
被
　
仰
付

旨
被
成
　
御
意
候
処
、
二
番
之
御
備
よ
り
本
多
安
房
守
被
罷
越
候
而
申
上
候

ハ
、
御
合
戦
之
儀
　
御
意
次
第
ニ
可
仕
候
、
一
番
之
御
そ
な
へ
ニ
ハ
閑
斎
・

河
内
守
罷
有
候
、
二
番
之
御
備
ニ
ハ
安
房
守
・
長
如
庵
、
三
番
之
御
備
ニ
ハ

横
山
々
城
守
・
冨
田
越
後
守
罷
有
候
、
其
外
御
人
持
共
御
鉄
炮
頭
共
、
跡
々

ヨ
リ
度
々
御
用
ニ
相
立
申
者
共
、
応
々
被
為
付
置
候
之
条
、
御
先
手
之
儀
、

御
気
遣
ニ
不
被
為
思
召
、
早
々
御
旗
本
へ
被
成
御
座
候
様
ニ
度
々
被
申
上

□（
候
）、

御
旗
本
ニ
松
平
伯
耆
其
外
茂
被
為
付
置
候
得
共
、　
殿
様
御
先
手
ニ
被

成
御
座
候
者
御
馬
廻
り
御
小
性（

姓
）共

力
な
く
□
存
候
、
閑
斎
・
河
内
守
・
長
ハ

何
と
て
不
申
上
候
哉
と
安
房
守
申
候
処
ニ
、
右
三
人
も
重
而
一
所
ニ
被
申
上

候
、
御
合
戦
之
儀
慥
ニ
御
請
仕
候
上
ハ
、
御
は
た
本
へ
□（

可
カ
）被

成
御
座
候
、
弥

諸
手
衆
へ
無
構
早
々
成
程
、
急
御
合
戦
一
番
ニ
可
仕
旨
堅
被
　
仰
付
、
御
旗

本
へ
被
成
御
座
候
、
然
所
隼
人
も
三
四
拾
間
程
　
殿
様
御
供
仕
罷
越
申
上
候

ハ
、
頓
而
御
合
戦
始
可
申
候
間
、
今
日
之
儀
今
少
ニ
而
御
座
候
間
、
弥
御
先

手
ニ
被
為
置
可
被
下
候
、
其
年
霜
月
四
日
之
朝
、
堀
才
介
・
藤
田
八
郎
兵
衛
・

長
田
市
兵
衛
三
人
之
者
共
と
隼
人
と
申
た
ゝ
か
い
仕
候
、
其
年
之
儀
無
念
ニ

存
候
哉
、
今
朝
堀
才
助
隼
人
へ
何
角
申
懸
候
、
其
年
も
才
助
な
と
手
前
あ
し

く
ノ
体
見
申
候
間
、
今
日
な
と
猶
以
先
を
い
た
さ
せ
申
間
敷
旨
、
急
度
為
申

聞
候
ニ
付
、
其
場
ニ
居
申
御
鉄
炮
頭
安
見
・
津
田
勘
兵
衛
沙
汰
之
限
成
義
を

申
た
ゝ
か
い
仕
由
申
ニ
付
而
、
申
留
候
通
申
上
候
処
ニ
被
成
　
御
意
候
ハ
、

御
旗
本
へ
罷
帰
候
へ
と
伯
耆
ニ
不
被
　
仰
付
候
、
今
日
ヲ
専
ニ
被
為
思
召
候

而
情
ヲ
出
シ
候
へ
と
　
御
諚
ニ
御
座
候
、
誠
忝
奉
存
御
奉
公
可
申
上
旨
、
急

度
御
請
申
上
、
一
国
之
御
馬
ニ
御
召
被
成
御
座
候
ヲ
、
御
馬
之
頭
ヲ
い
た
ゝ

き
御
先
手
ニ
罷
有
候
、
右
申
上
候
通
伯
耆
不
存
候
付
而
、
重
而
又
罷
帰
候
へ

と
両
度
迄
申
越
候
、
下
知
ヲ
承
引
不
仕
御
先
手
ニ
罷
有
申
様
ニ
存
候
哉
、
背

御
法
度
如
何
様
之
働
仕
候
共
申
上
間
敷
由
、
伯
耆
申
越
候
間
、
其
時
ニ
至
而

得
　
御
意
罷
有
候
間
、　
御
前
へ
被
申
上
候
へ
と
返
事
仕
申
候
、
右
之
首
尾

ニ
達
而
存
候
哉
、其
以
後
金
沢
ニ
而
山
城
守
所
ヘ
御
使
番
之
者
共
不
残
召
寄
、

本
多
安
房
守
・
山
崎
閑
斎
・
松
平
伯
耆
・
水
野
内
匠
・
坂
井
就
安
申
渡
候
ハ
、

御
使
番
之
内
、
五
月
七
日
ニ
御
法
度
背
、
御
先
手
ニ
有
之
者
御
座
候
様
ニ
相

立
　
御
耳
ニ
申
候
様
子
被
　
上
聞
召
、
急
度
可
被
　
仰
付
候
条
、
御
使
番
衆

手
前
壱
人
宛
之
書
付
御
穿
鑿
之
御
年
寄
衆
ま
て
可
指
上
由
被
申
渡
候
、
右
之

首
尾
共
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、
定
而
隼
人
壱
人
之
儀
と
奉
存
、
則
右
申
上
段
書
付

仕
、
於
御
城
神
谷
式
部
を
以
安
房
守
・
山
城
守
ま
て
相
渡
申
候
、
則
　
御
前

へ
神
谷
式
部
を
以
隼
人
書
付
両
人
衆
指
上
被
申
候
処
、
西
尾
義
ハ
書
付
之
通

御
先
手
ニ
其
侭
被
為
付
置
候
間
、
其
旨
年
寄
共
へ
可
申
渡
旨
、
式
部
を
以
被

　
仰
出
候
、
忝
御
意
を
以
岡
山
表
ニ
て
手
前
之
御
奉
公
等
も
仕
義
、
冥
加
至

極
奉
存
御
事
、

三
、
殿
様
御
旗
本
へ
被
成
御
座
候
御
跡
ニ
追
付
、
御
諚
之
通
諸
手
之
御
国
取
衆

へ
無
構
御
合
戦
始
可
申
と
閑
斎
・
河
内
守
申
談
候
処
へ
、
為
上
使
か
ゝ
爪
民

部
殿
御
越
、
上
意
之
趣
閑
斎
・
河
内
守
へ
被
仰
渡
候
者
、
筑
前
守
殿
先
手
合

戦
始
可
申
体
、
御
は
た
本
へ
相
見
へ
申
候
、
今
少
可
相
待
候
、
御
一
代
終
之

御
合
戦
と
被
為
　
思
召
候
ニ
付
而
、
兵
衛
殿
・
常
陸
殿
御
迎
ニ
被
遣
候
条
、
重

而
御
注
進
之
御
下
知
ヲ
不
相
待
候
者
、
可
為
越
度
由
急
度
被
仰
渡
候
、
二
番

之
備
之
所
本
多
安
房
守
ニ
も
被
仰
渡
候
旨
、
重
畳
か
ゝ
爪
殿
被
入
御
念
ニ
付

而
無
是
非
存
、
公
儀
よ
り
御
下
知
ヲ
相
待
罷
有
候
、
右
　
上
使
之
趣
追
付
　

殿
様
江
御
案
内
可
申
上
儀
候
へ
共
、
何
と
御
座
候
哉
御
注
進
不
申
上
候
、
両

上
様
ヨ
リ
御
一
左
右
無
御
座
内
ニ
天
王
寺
表
御
合
戦
始
可
申
候
哉
、
と
き
の

声
之
様
ニ
聞
へ
申
由
、
堀
才
介
申
候
而
、
御
鉄
炮
共
押
出
さ
せ
申
候
、
閑
斎

所
へ
隼
人
罷
越
申
候
ハ
、
御
鉄
炮
共
か
ゝ
ら
せ
申
候
由
申
聞
候
処
ニ
、
閑
斎

下
知
不
仕
候
内
ニ
押
出
シ
沙
汰
之
限
ニ
候
、
ふ
ミ
と
め
さ
せ
候
へ
と
被
申
候

間
、
閑
斎
方
へ
隼
人
申
候
ハ
、
ふ
ミ
と
め
さ
せ
申
候
者
わ
き
よ
り
見
苦
敷
相

見
へ
可
申
候
哉
、
其
上
壱
町
斗
は
や
懸
り
参
申
候
問
、
最
早
御
押
出
さ
せ
候

へ
と
申
候
処
ニ
、
河
内
守
并
外
記
罷
越
、
閑
斎
へ
河
内
守
申
候
ハ
、
天
王
寺

表
御
合
戦
は
し
ま
り
可
申
体
ニ
候
間
、
其
侭
被
遣
候
へ
と
河
内
申
候
而
、
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其
時
河
内
二
三
十
間
斗
乗
出
し
、
か
ゝ
れ
〳
〵
と
さ
い
を
二
ツ
三
ツ
ふ
り
申

候
、
そ
れ
よ
り
隼
人
ハ
東
之
方
先
へ
乗
付
、
御
鉄
炮
之
も
の
共
前
ヲ
両
度
乗

廻
下
知
申
付
罷
出
申
候
、
津
田
外
記
ハ
西
之
方
へ
乗
付
罷
越
由
申
候
、
然
所

ニ
敵
合
ち
か
く
罷
成
候
間
、
右
如
申
上
候
、
隼
人
ハ
堀
才
助
ニ
言
葉
を
か
わ

し
乗
出
申
候
、
只
壱
人
乗
出
儀
、
跡
よ
り
御
先
手
中
之
馬
上
共
并
小
鉄
炮

之
者
共
其
外
下
々
ま
て
諸
人
見
届
罷
有
可
申
乗
付
、
敵
合
二
三
十
間
斗
ニ
罷

成
、
馬
よ
り
を
り
立
は
し
り
出
申
候
、
岡
山
古
城
一
番
丁
場
ニ
而
、
敵
合
は

や
十
間
斗
ニ
存
候
間
、
鑓
を
入
可
申
与
仕
候
処
ニ
今
少
ニ
罷
成
候
而
、
岡
山

敵
共
不
残
く
つ
れ
引
取
壱
人
も
無
之
ニ
付
、
私
義
西
之
方
す
な
山
之
上
ニ
敵

残
四
五
百
相
見
へ
申
候
間
、
其
所
へ
罷
出
候
、
参
候
内
ニ
、
跡
へ
本
多
豊
後

殿
者
共
参
候
間
、
此
も
の
共
を
て
き
と
被
存
候
哉
と
申
上
候
、
閑
斎
被
申
候

ハ
、
其
方
一
所
ニ
而
無
之
候
間
、
申
間
敷
由
被
申
ニ
付
、
も
は
や
前
後
御
穿

鑿
所
ニ
て
不
申
候
へ
共
、
此
儀
ニ
付
我
等
へ
被
申
上
候
哉
と
被
申
候
と
存
御

事
、

四
、
天
王
寺
表
御
合
戦
は
し
ま
り
可
申
候
哉
、
と
き
の
声
之
様
ニ
聞
へ
申
候

間
、
御
鉄
炮
共
早
々
押
出
シ
候
へ
と
堀
才
助
申
候
而
何
も
罷
立
候
、
此
段
ハ

才
助
壱
人
申
候
而
、
御
鉄
炮
共
押
出
さ
せ
懸
り
申
候
処
ニ
、
大
坂
方
よ
り
鉄

炮
ひ
と
は
な
し
打
懸
申
候
、
其
以
後
ニ
此
方
よ
り
も
百
挺
斗
ひ
と
は
な
し
に

打
申
候
、
扨
薬
玉
を
こ
み
候
へ
と
御
鉄
炮
頭
共
申
付
候
内
ニ
、
次
第
ニ
敵
合

ち
か
く
罷
成
ニ
付
而
、
隼
人
ハ
乗
出
シ
申
候
間
、
鑓
入
申
候
を
見
申
候
へ
と

堀
才
助
ニ
言
葉
を
か
ハ
し
罷
出
申
候
、
其
時
分
ハ
御
先
手
之
内
ニ
壱
人
も
可

罷
出
体
無
之
候
、
諸
人
御
先
手
中
見
申
候
条
、
御
先
手
下
々
迄
も
御
吟
味

被
　
仰
付
可
被
下
候
、
御
鉄
炮
之
者
百
挺
斗
ひ
と
は
な
し
岡
山
之
方
へ
打
懸

申
候
者
共
ニ
薬
玉
こ
み
候
へ
と
下
知
ヲ
仕
、
何
も
居
申
候
、
扨
隼
人
俄
乗
付

敵
合
二
三
十
間
斗
ニ
罷
成
、
馬
上
よ
り
を
り
立
は
し
り
出
鉄（

マ
マ
）

打
込
可
申
と
仕

候
内
ニ
、
今
少
ニ
罷
成
敵
共
く
つ
れ
引
取
申
候
、
少
し
た
い
見
申
候
へ
共
、

は
や
其
内
ニ
馬
上
共
ハ
壱
町
斗
も
し
り
そ
き
申
候
御
事
、

五
、
其
場
よ
り
一
町
斗
ニ
相
見
へ
、
西
天
王
寺
之
方
す
な
山
之
所
ニ
、
敵
共

四
五
百
程
ニ
も
相
見
へ
申
候
、
其
所
へ
又
横
合
ニ
一
人
し
た
い
申
候
処
ニ
、

大
坂
敵
之
方
よ
り
沖
二
郎
右
衛
門
と
申
仁
壱
人
声
ヲ
あ
け
名
乗
出
申
候
、

岡
山
西
な
わ
て
ニ
而
鑓
入
、
次
郎
右
衛
門
と
た
ゝ
き
合
申
候
処
ニ
、
敵
又
壱

人
罷
出
大
坂
方
弐
人
ニ
成
申
候
、
然
所
ニ
私
前
へ
丹
羽
織
部
罷
出
申
候
付
、

此
方
も
又
弐
人
ニ
罷
成
申
候
、
其
後
敵
之
方
も
鑓
四
五
本
ニ
成
申
候
、
此
方

も
其
時
ハ
四
五
本
斗
可
有
御
座
候
哉
、
右
罷
出
申
候
二
郎
右
衛
門
ヲ
隼
人
つ

き
ふ
せ
申
候
処
へ
、
家
礼
遠
藤
勘
左
衛
門
与
申
者
罷
越
、
二
郎
右
衛
門
甲
ニ

取
付
申
候
処
ニ
、
山
崎
閑
斎
者
と
相
見
へ
隼
人
鑓
ニ
取
付
く
れ
候
へ
と
申
候

間
、
鑓
ヲ
ぬ
き
と
り
首
ニ
か
ま
い
不
申
、
敵
共
お
い
た
て
三
四
間
程
罷
出
申

候
時
、
又
敵
方
よ
り
星
之
波
ノ
羽
織
ニ
而
一
人
罷
出
申
候
、
御
先
手
中
ニ
隼

人
よ
り
先
仕
た
る
仁
ハ
無
御
座
候
、
其
子
細
ハ
私
乗
出
申
候
跡
ニ
而
、
何
も

馬
上
よ
り
を
り
た
ち
歩
ニ
而
懸
り
被
申
由
須
承
候
、
左
様
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、

猶
以
隼
人
壱
人
罷
出
候
儀
、
御
先
手
衆
見
申
通
有
様
ニ
可
申
上
儀
ニ
候
、
隼

人
同
前
ニ
も
参
候
様
ニ
自
然
被
申
、衆
な
と
於
有
之
者
以
之
外
ノ
可
為
偽
候
、

才
介
・
隼
人
ふ
か
い
ニ
御
座
候
へ
共
、
此
段
之
次
第
共
才
介
衆
前
ニ
度
々
申

上
通
御
老
中
ニ
聞
召
候
へ
共
、
猶
以
申
上
候
、
翌
日
八
日
之
朝
才
助
隼
人
へ

申
断
候
ハ
、
昨
日
貴
殿
才
助
へ
言
葉
ヲ
か
け
乗
出
儀
、
慥
ニ
承
見
申
候
、
乗

出
義
壱
人
ま
き
れ
な
く
候
間
そ
れ
を
不
被
申
候
、
然
共
才
助
義
ハ
御
鉄
炮
頭

被
　
仰
付
候
ヘ
ハ
、
薬
玉
ヲ
こ
ま
せ
下
知
を
申
付
お
く
れ
申
候
、
則
跡
よ
り

は
し
り
出
候
へ
共
引
寄
不
叶
ニ
付
而
、
を
そ
く
罷
成
無
是
非
候
、
併
貴
殿
仕

形
之
義
ハ
前
後
才
助
見
届
申
由
、
右
之
段
之
丹
羽
織
部
・
篠
嶋
豊
前
・
安
原

隼
人
ニ
物
語
、
才
助
仕
候
通
、
此
者
共
能
承
候
条
、
右
之
も
の
共
被
　
召
出

御
吟
味
被
成
可
被
下
候
御
事
、

六
、
七
日
之
晩
ニ
ハ
、
若
心
替
な
と
も
可
有
御
座
候
と
閑
斎
被
存
、
隼
人
ニ
被

申
渡
候
ハ
、
今
夜
ハ
か
ゝ
り
火
ヲ
た
か
せ
、
夜
明
ま
て
夜
廻
を
仕
可
然
候
、

今
夜
専
之
事
ニ
候
間
、
少
も
由
断
仕
間
敷
由
被
申
候
間
、
近
辺
口
々
ニ
遠
聞

ヲ
付
置
夜
廻
り
仕
候
、
重
而
翌
日
八
日
之
朝
、
丹
羽
織
部
・
安
原
隼
人
・
篠

嶋
豊
前
・
西
尾
隼
人
四
人
外
ニ
而
出
合
居
申
所
へ
、
才
助
参
候
而
西
尾
鑓
ヲ
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取
見
申
、
昨
日
之
鑓
ハ
是
ニ
而
候
哉
と
相
尋
候
得
共
、
右
両
陣
共
ニ
才
助
と

隼
人
申
た
ゝ
か
い
ふ
か
い
御
座
候
故
、
隼
人
ハ
戸
口
之
返
事
不
申
候
ヘ
ハ
、

才
助
申
候
者
年
寄
候
ヘ
ハ
か
様
之
儀
も
度
々
見
付
申
候
間
有
様
ニ
申
候
、
壱

人
一
番
ニ
乗
出
シ
、
其
後
鑓
入
被
申
義
す
ゝ
き
出
た
る
仕
合
与
申
候
、
其
年

四
日
之
朝
ハ
、
無
理
を
申
候
へ
共
、
年
寄
候
ヘ
ハ
無
構
有
様
ニ
何
も
へ
物
語

仕
由
申
候
ヘ
共
、
隼
人
者
才
助
ニ
返
事
不
仕
候
、
丹
羽
織
部
ま
て
ニ
能
見
可

申
由
候
而
罷
有
候
、
是
又
織
部
・
安
原
・
篠
嶋
承
最
前
よ
り
三
人
之
者
共
も

度
々
ニ
お
よ
ひ
物
語
仕
由
承
候
、
其
上
御
先
手
御
鉄
炮
頭
共
不
残
承
申
候
、

八
日
之
晩
ニ
も
何
も
居
申
所
ニ
而
又
候
哉
、
才
介
申
出
シ
候
間
、
其
時
ニ
至

而
ハ
何
と
見
被
申
候
哉
、
其
場
之
次
第
委
承
度
と
急
度
相
尋
候
処
、
岡
山
古

城
よ
り
西
之
方
す
な
山
之
下
な
ハ
て
ニ
て
一
人
鑓
を
入
た
ゝ
き
合
申
内
ニ
、

才
助
も
一
町
斗
も
跡
よ
り
見
申
候
而
、
か
せ
き
申
候
得
共
、
行
歩
不
叶
お
く

れ
申
候
、
跡
よ
り
罷
出
ル
衆
有
之
由
ニ
候
へ
共
、
西
尾
手
前
見
届
可
申
与
存

ニ
付
而
、
跡
よ
り
丹
羽
織
部
鑓
入
候
由
見
付
不
申
候
由
申
候
、
則
豊
前
・
織

部
・
安
原
其
外
五
六
人
何
も
い
申
候
所
ニ
而
、
才
助
申
通
相
違
無
御
座
候

間
、
扨
ハ
見
申
通
ま
き
れ
な
き
と
存
、
隼
人
も
其
分
無
相
違
由
何
も
へ
申
聞

候
事
、

七
、
其
以
後
京
北
野
ニ
而
、
松
平
伯
耆
守
ニ
隼
人
手
前
之
儀
、
右
之
首
尾
共
ヲ

才
助
物
語
仕
候
処
、
伯
耆
被
申
候
ハ
、
西
尾
其
方
へ
言
葉
を
か
わ
し
壱
人
乗

出
ス
義
手
柄
ニ
候
、
鑓
之
儀
も
せ
り
合
と
申
も
の
ニ
而
も
可
有
之
由
候
被
申

候
処
、
才
介
是
ハ
無
理
成
事
ヲ
被
仰
候
、
一
番
之
御
合
戦
場
と
申
、
其
上
岡

山
西
之
た
か
ミ
す
な
山
之
下
ニ
而
鑓
け
ん
さ
り
と
仕
候
事
、
慥
ニ
我
等
見
申

由
申
候
ヘ
ハ
、
其
時
ハ
伯
耆
戸
口
之
返
事
不
被
仕
候
由
申
候
、
其
座
敷
ニ
井

上
勘
左
衛
門
・
森
伊
右
衛
門
・
脇
田
帯
刀
・
杉
若
九
左
衛
門
其
外
未
五
六
人

も
有
之
候
而
承
候
、
殊
之
外
隼
人
義
御
法
度
背
申
様
ニ
被
申
由
、
杉
若
九
左

衛
門
其
座
敷
よ
り
す
く
ニ
隼
人
方
へ
罷
越
為
申
聞
候
、
其
場
ニ
而
承
候
衆
数

多
有
之
候
之
条
被
　
召
出
、
急
度
被
聞
召
上
可
被
下
御
事
、

八
、
其
後
脇
田
帯
刀
所
へ
才
助
振
舞
ニ
よ
ひ
、
岡
山
表
ニ
テ
御
合
戦
之
次
第
承

度
と
弐
十
人
斗
何
も
寄
合
才
介
ニ
相
尋
承
由
申
候
、
御
合
戦
之
次
第
物
語
相

済
後
才
助
申
候
ハ
、
岡
山
ニ
而
鑓
仕
た
る
衆
有
之
由
ニ
候
ヘ
共
、
残
ル
衆
見

不
申
候
ヘ
ハ
様
子
不
存
候
、
岡
山
西
之
な
わ
て
す
な
山
之
下
ニ
而
、
西
尾
鑓

仕
候
者
才
助
よ
く
見
届
候
、
右
之
段
々
具
ニ
物
語
仕
候
由
、
京
於
北
野
熊
谷

勘
解
由
・
桜
井
丹
助
・
村
田
喜
三
郎
・
小
林
六
左
衛
門
、
此
者
共
隼
人
方
へ

参
候
而
申
聞
候
、
右
之
座
敷
ニ
森
伊
右
衛
門
・
井
上
勘
左
衛
門
、
其
外
五
三

人
も
居
申
候
而
承
由
、
四
人
之
者
共
隼
人
所
へ
参
候
而
申
候
、
当
御
地
ニ
而

も
畑
所
ニ
而
相
尋
申
由
承
申
候
、
是
又
御
尋
可
被
成
候
、
就
中
此
段
ハ
不
及

申
上
候
得
共
、
第
一
此
所
へ
隼
人
壱
人
罷
出
た
ゝ
き
合
居
申
所
へ
、
跡
よ
り

追
々
ニ
被
参
候
次
第
共
、
丹
羽
織
部
・
津
田
勘
兵
衛
・
野
村
左
馬
允
并
堀
才

助
被
　
召
出
、
能
々
被
為
聞
召
届
可
被
下
候
、
其
外
跡
よ
り
諸
人
見
届
居
申

儀
ニ
候
間
、
急
度
御
吟
味
役
被
　
仰
付
可
被
下
候
、
隼
人
壱
人
此
表
へ
し
た

い
鑓
入
た
ゝ
き
合
申
所
へ
、
跡
よ
り
追
々
三
四
人
之
者
共
参
申
候
、
此
所
ニ

而
ハ
隼
人
壱
人
之
か
せ
き
を
以
鑓
仕
候
御
事
、

九
、
一
番
ニ
罷
出
申
者
隼
人
ヲ
目
か
け
申
候
而
、
つ
き
立
可
申
と
仕
候
処
ニ
、

右
之
武
者
隼
人
つ
き
ふ
せ
申
候
処
へ
、
隼
人
家
来
遠
藤
勘
左
衛
門
与
申
者
跡

よ
り
罷
出
、
敵
之
甲
ニ
取
付
申
処
へ
、
又
跡
よ
り
壱
人
閑
斎
者
と
相
見
へ
罷

出
候
而
、
隼
人
鑓
ニ
取
付
申
候
間
、
と
り
候
へ
と
申
す
て
鑓
ヲ
ぬ
き
取
残
ル

武
者
敵
共
追
立
罷
出
候
時
、
隼
人
前
へ
武
者
一
人
う
し
ろ
西
之
方
よ
り
こ

ろ
ひ
申
候
、
甲
ち
ら
と
見
申
引
ま
ハ
し
、
く（

孔

雀

）

し
や
く
の
尾
ノ
や
う
に
見
へ
申

候
、
御
先
手
ニ
ハ
津
田
勘
兵
衛
壱
人
甲
引
ま
わ
し
ニ
仕
候
間
、
さ
て
ハ
勘
兵

衛
か
と
存
候
へ
共
、
さ
き
を
か
せ
き
申
度
存
ニ
付
而
、
か
ま
い
不
申
三
四
間

程
追
立
罷
越
候
処
、
同
勢
之
内
よ
り
又
壱
人
声
を
あ
け
、
し（

猩

猩

緋

）

や
う
〳
〵
ひ
の

羽
織
着
申
武
者
罷
出
申
候
、
三
四
間
程
罷
出
候
様
ニ
存
候
、
隼
人
つ
き
可
申

と
存
候
内
ニ
跡
よ
り
つ
き
ふ
せ
申
候
、
此
武
者
ハ
又
大
坂
之
方
へ
引
取
申
候

処
を
つ
き
ふ
せ
申
付
而
、
大
坂
之
方
へ
頭
ヲ
仕
つ
き
ふ
せ
ら
れ
申
候
、
隼
人

義
者
織
部
よ
り
少
先
ニ
追
立
罷
越
申
ニ
付
而
、
跡
よ
り
い
つ
れ
か
つ
き
ふ
せ

申
候
哉
見
付
不
申
候
、
同
勢
之
者
共
く
つ
れ
申
候
時
も
す
な
山
之
上
ニ
而
壱
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人
又
鑓
付
申
候
、
是
又
織
部
・
左
馬
允
も
見
申
由
申
候
間
御
尋
可
被
成
候
、

此
者
ハ
つ
き
と
め
不
申
、
隼
人
こ
ろ
ひ
申
を
き
あ
か
り
申
内
ニ
、
敵
共
は
や

二
三
十
間
斗
引
取
申
候
ニ
付
も
は
や
不
及
力
候
、
隼
人
い
き
ゝ
れ
申
ニ
付
而

田
へ
罷
下
、
水
ヲ
被
下
申
所
へ
御
先
手
ニ
被
付
置
候
、
御
歩
衆
村
田
長
兵
衛
・

東
野
二
郎
兵
衛
・
隼
人
家
来
遠
藤
勘
左
衛
門
三
人
罷
越
、
て
ぬ
く
い
ニ
水
ヲ

し
め
し
く
れ
申
候
、其
時
勘
左
衛
門
申
候
ハ
、閑
斎
者
ニ
首
ハ
と
ら
せ
申
候
、

然
共
敵
之
鑓
ハ
此
方
へ
取
て
参
候
由
申
候
而
隼
人
つ
き
ふ
せ
置
申
候
、
敵
之

鑓
家
来
勘
左
衛
門
と
り
て
罷
越
申
ニ
付
而
、
隼
人
鑓
弐
本
共
ニ
勘
左
衛
門
ニ

も
た
せ
、
一
番
之
御
合
戦
場
岡
山
よ
り
歩
ニ
而
大
坂
真
田
丸
之
所
ま
て
罷
越

候
、
右
鑓
場
ニ
而
隼
人
ニ
参
候
由
ノ
言
葉
を
か
け
申
由
、
丹
羽
織
部
壱
人
跡

よ
り
参
候
ハ
見
申
候
、
其
後
隼
人
・
織
部
弐
人
敵
追
立
罷
越
候
時
、
隼
人
前

へ
津
田
勘
兵
衛
こ
ろ
ひ
申
候
ヲ
見
申
候
、
両
人
之
者
共
隼
人
見
申
ニ
付
而
、

最
前
御
穿
鑿
之
場
ニ
而
御
年
寄
衆
ヘ
申
断
、
織
部
・
勘
兵
衛
儀
相
究
申
候
、

津
田
外
記
ハ
私
共
敵
ヲ
追
立
罷
登
候
跡
ニ
而
首
ヲ
取
、
其
所
ニ
而
　
中
納
言

様
懸
御
目
申
由
真
田
丸
之
下
ニ
而
隼
人
江
申
候
、
左
様
ニ
御
座
候
哉
、
外
記

ハ
勘
兵
衛
跡
よ
り
罷
越
、
勘
兵
衛
も
の
ニ
田
よ
り
引
あ
け
ら
れ
、
勘
兵
衛
前

へ
罷
出
由
申
候
、
外
記
・
左
馬
允
義
ハ
其
場
に
て
、
隼
人
ハ
見
付
不
申
候
、

野
村
左
馬
允
儀
ハ
丹
羽
織
部
よ
り
壱
町
程
も
跡
よ
り
を
そ
く
罷
越
、
則
丹
羽

織
部
前
へ
罷
出
鑓
ヲ
入
申
通
慥
ニ
見
申
由
、織
部
御
年
寄
共
へ
申
断
相
極
候
、

星
之
波
之
羽
織
着
申
者
野
村
左
馬
允
つ
き
ふ
せ
申
候
を
隼
人
見
申
由
、
御
穿

鑿
御
老
中
へ
野
村
左
馬
允
御
断
申
由
ニ
而
、
隼
人
ハ
高
岡
へ
罷
帰
居
申
候
ヲ

各
よ
り
御
用
候
間
、
早
々
可
罷
越
旨
申
来
候
付
而
罷
登
申
候
処
ニ
、
閑
斎
ニ

而
重
而
御
吟
味
御
座
候
、
御
老
中
隼
人
ヘ
被
申
候
者
野
村
左
馬
允
つ
き
ふ
せ

申
候
ヲ
、
其
方
見
申
由
左
馬
允
被
申
候
、
其
段
可
承
た
め
重
而
御
穿
鑿
ニ
候

之
間
、
其
首
尾
申
候
へ
と
被
申
渡
候
、
然
共
此
儀
ハ
最
前
よ
り
度
々
口
上
ニ

如
申
上
候
ニ
御
座
候
、
野
村
左
馬
允
・
篠
原
・
織
部
出
入
之
御
事
、

十
、
右
之
な
わ
て
ニ
而
隼
人
壱
人
罷
出
鑓
入
申
候
旨
を
、
段
ハ
丹
羽
織
部
隼
人

ニ
三
四
拾
間
も
跡
よ
り
参
候
而
鑓
入
申
由
、
御
老
中
へ
申
理
候
、
御
鉄
炮
之

者
ニ
薬
玉
ヲ
こ
ミ
候
へ
と
申
付
候
内
ニ
、
を
く
れ
申
由
申
わ
け
ニ
御
座
候
、

此
所
へ
隼
人
し
た
い
た
ゝ
き
合
罷
有
ニ
付
而
、
何
も
追
々
ニ
罷
越
鑓
入
申
通

を
有
様
ニ
可
被
申
義
を
、
隼
人
ニ
追
付
候
而
も
参
候
様
ニ
仕
な
し
度
と
被
存

候
と
相
見
へ
申
候
ニ
付
而
、
段
之
事
く
と
く
各
よ
り
御
断
申
上
候
御
事
、

十
一
、
隼
人
乗
出
シ
申
時
分
、
何
も
乗
出
シ
可
申
体
ニ
無
御
座
候
、
其
上
頃
年

候
ヘ
ハ
隼
人
乗
出
し
申
跡
ニ
而
、
何
も
馬
上
よ
り
を
り
立
歩
ニ
て
懸
り
被
申

由
承
候
、
左
候
ヘ
ハ
弥
事
之
外
ニ
隼
人
と
ハ
ち
か
い
可
申
候
、
道
筋
ニ
而
敵

合
十
間
斗
ニ
も
罷
成
鑓
打
込
可
申
与
存
候
処
、
敵
共
不
残
く
つ
れ
壱
人
も
残

不
申
候
処
へ
、
本（

本
多
）田

豊
後
殿
者
共
東
よ
り
其
場
へ
罷
越
体
ニ
相
見
申
候
、
敵

共
壱
人
も
無
御
座
ニ
付
而
、
隼
人
ハ
西
之
な
わ
て
敵
共
四
五
百
程
ニ
も
相
見

へ
申
候
間
、
横
合
ニ
又
罷
越
申
内
ニ
、
定
而
何
も
な
わ
て
所
へ
す
く
に
被
参

た
る
も
の
ニ
て
も
御
座
候
哉
、
野
村
左
馬
允
ハ
行
歩
不
叶
ニ
付
而
私
共
た
ゝ

き
合
申
候
ヲ
、
壱
町
あ
ま
り
も
跡
ニ
而
見
申
候
、
家
来
之
者
共
七
八
人
ニ
引

た
て
ら
れ
罷
越
申
候
、
弐
十
間
斗
ニ
罷
成
、
家
来
之
者
共
不
罷
出
候
得
共
、

今
少
ニ
候
へ
ハ
は
し
り
出
候
而
、
丹
羽
織
部
前
へ
罷
越
由
御
年
寄
衆
へ
申
断

候
、
外
記
ハ
田
よ
り
勘
兵
衛
者
ニ
引
上
ら
れ
申
由
、
御
穿
鑿
之
場
ニ
而
申
断

候
御
事
、

隼
人
沖
二
郎
右
衛
門
与
申
者
武
者
壱
人
つ
き
ふ
せ
、
脇
よ
り
罷
出
候
も
の
ニ

首
を
取
候
へ
と
申
す
て
、
鑓
ぬ
き
と
り
先
へ
追
立
参
候
時
、
隼
人
前
へ
勘
兵

衛
こ
ろ
ひ
申
候
ヲ
見
申
候
、
私
つ
き
ふ
せ
申
武
者
慥
勘
兵
衛
云
申
通
八
日
之

朝
物
語
仕
候
通
相
違
無
之
候
条
、
津
田
勘
兵
衛
罷
越
義
相
違
無
御
座
与
奉
存

御
事
、

十
二
、
御
合
戦
場
岡
山
ニ
而
馬
ヲ
の
り
す
て
、
そ
れ
よ
り
真
田
丸
迄
ハ
三
十
町

斗
も
歩
ニ
て
罷
越
申
候
、
真
田
丸
之
下
惣
堀
之
所
ま
て
跡
よ
り
馬
付
、
隼
人

馬
ヲ
乗
罷
越
候
ヲ
見
付
、
則
真
田
丸
之
所
ニ
而
乗
申
内
ニ
、
町
方
よ
り
味
方

共
く
つ
れ
申
候
を
見
か
け
申
候
間
、
乗
込
可
申
と
存
、
家
来
勘
左
衛
門
ニ
為

持
置
申
鑓
を
取
申
内
ニ
馬
付
并
家
礼
勘
左
衛
門
と
弐
人
仕
馬
之
手
綱
を
取
、

口
を
は
な
し
不
申
候
間
、
勘
左
衛
門
め
を
鐙
ニ
而
け
申
候
処
へ
、
田
甫
半
左
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衛
門
参
候
間
、
半
左
衛
門
隼
人
乗
入
可
申
と
乗
出
し
申
所
ニ
、
敵
共
引
取
申

候
哉
、
味
方
共
入
合
申
候
、
然
所
ニ
閑
斎
居
被
申
候
而
、
先
手
之
の
ほ
り
・

ふ
き
ぬ
き
と
も
こ
れ
へ
参
候
分
ハ
、
町
口
ニ
西
東
へ
た
て
さ
せ
可
申
候
、
城

ハ
は
や
落
申
候
間
、
不
残
の
ほ
り
・
ふ
き
ぬ
き
な
と
入
申
ニ
お
よ
ひ
申
間
敷

候
、
加
様
之
時
ハ
若
心
替
り
な
と
有
之
物
ニ
候
間
、
跡
よ
り
参
候
分
ハ
是
ニ

を
し
と
め
立
さ
せ
候
へ
と
被
申
候
間
、
左
候
者
今
二
三
町
程
城
之
内
へ
お
し

入
、
向
之
た
か
ミ
ノ
所
ニ
た
て
さ
せ
可
申
哉
と
隼
人
申
候
へ
ハ
、
尤
之
申
様

ニ
候
、
さ
れ
共
存
子
細
候
間
無
用
ニ
候
、
此
所
ひ
き
く
候
間
、
天
王
寺
口
よ

り
見
ヘ
申
間
敷
与
存
候
哉
、
近
頃
成
存
寄
ニ
候
、
先
此
所
に
西
東
へ
た
て
さ

せ
候
へ
と
被
申
候
間
、
隼
人
申
候
ハ
城
内
無
心
許
可
被
思
召
候
間
、
今
少
城

内
へ
乗
込
罷
越
様
子
見
届
罷
帰
候
而
、
た
て
さ
せ
可
申
と
申
断
候
ヘ
共
、
閑

斎
被
申
候
ハ
、
落
城
之
所
へ
参
せ
ん
な
き
事
ニ
候
、
我
等
次
第
ニ
可
仕
候
、

御
横
目
を
も
被
仰
付
候
者
か
様
之
所
さ
く
は
い
仕
候
義
尤
候
、
貴
殿
理
り
仕

形
之
段
ハ
我
等
見
申
候
間
、
早
々
乗
廻
た
て
さ
せ
候
へ
と
被
申
ニ
付
、
不
及

是
非
城
内
へ
不
罷
越
の
ほ
り
・
ふ
き
ぬ
き
た
て
さ
せ
申
候
、
其
上
閑
斎
被
存

子
細
そ
と
被
申
聞
候
付
而
、
此
段
一
大
事
之
所
と
存
、
閑
斎
一
所
ニ
罷
有
候
、

今
少
城
内
之
体
見
不
申
残
多
奉
存
候
、
閑
斎
被
申
候
ハ
常
之
城
せ
め
の
こ
と

く
ニ
被
存
候
哉
、
山
城
な
と
城
内
へ
罷
越
義
不
似
合
儀
と
私
へ
被
申
候
御
事
、

十
三
、
段
之
事
く
と
く
申
上
段
如
何
之
奉
存
候
へ
共
、
奉
存
通
一
々
可
申
上

旨
　
御
意
之
旨
宗
栄
申
渡
ニ
付
而
、
忝
奉
存
事
な
か
く
御
座
候
得
共
、
前
後

之
次
第
共
事
く
と
く
申
上
候
、
七
日
之
日
伯
耆
被
申
通
承
引
仕
不
仕
候
様
ニ

存
候
哉
、
色
々
ニ
被
申
懸
候
、
御
加
増
被
下
候
砌
、
隼
人
義
有
様
ニ
相
立
　

御
耳
ヘ
ハ
不
被
申
候
様
ニ
者
承
ニ
付
而
、
御
一
行
神
谷
式
部
を
以
本
多
安
房

守
・
横
山
々
城
守
方
迄
指
上
置
不
致
頂
戴
候
、
私
十
四
ニ
而
大
納
言
様
江

被
　
召
出
、
四
月
二
日
ニ
御
礼
申
上
候
、
四
五
日
過
　
肥
前
様
江
被
召
仕
候

ヘ
と
　
御
直
ニ
御
意
ニ
候
、
親
・
を（

叔
父
）ち

　
関
白
様
江
御
取
次
諸
事
御
馳
走
申

候
間
、　
肥
前
様
可
被
召
仕
由
ニ
而
、
四
月
八
日
ニ
　
肥
前
様
江
御
礼
申
上

候
、
御
ふ
た
い
ノ
御
主
と
存
罷
有
候
得
共
、
何
も
直
ニ
被
　
仰
出
候
処
、
右

如
申
上
候
、
相
立
　
御
耳
不
申
と
存
ニ
付
而
、
御
一
行
神
谷
式
部
を
以
、
本

多
安
房
守
・
横
山
々
城
守
迄
指
上
置
、
不
致
頂
戴
御
暇
被
仰
上
被
下
候
様
ニ

と
両
人
迄
及
多
年
申
断
候
、
其
以
後
山
田
又
右
衛
門
御
使
ニ
被
下
有
難
　
御

意
共
ニ
御
座
候
、
其
上
御
使
被
下
印
と
被
成
　
御
意
金
子
拝
領
仕
候
、
重
々

冥
加
至
極
奉
存
、
重
而
御
暇
之
義
不
申
上
候
、
其
上
私
義
御
近
習
ニ
而
被
召

仕
度
思
召
候
条
、
御
城
へ
相
詰
御
奉
公
可
仕
旨
、
先
以
忝
奉
存
候
、
併
ふ
た

ゐ
之
者
ニ
御
座
候
間
、
此
段
者
達
而
御
断
申
上
度
候
間
、
山
田
又
右
衛
門
方

ニ
可
然
様
ニ
被
申
上
候
様
ニ
と
其
砌
御
請
不
申
上
候
御
事
、

十
四
、
右
之
有
増
を
最
前
浅
加
左
京
を
以
被
　
仰
出
候
刻
者
、
大
形
有
増
を
書

上
申
候
処
、
此
以
前
御
吟
味
之
御
老
中
へ
如
申
入
候
、
此
度
者
段
々
具
ニ
可

申
上
旨
重
而
貴
殿
を
以
被
　
仰
出
、重
畳
有
難
奉
存
両
年
共
ニ
次
第
申
上
候
、

両
御
陣
共
ニ
御
先
手
中
ニ
壱
人
も
先
い
た
さ
せ
不
申
候
御
事
、

十
五
、
御
先
手
中
ニ
私
同
前
ニ
茂
参
た
る
と
申
に
お
ゐ
て
者
、
以
之
外
偽
ニ
て

御
座
候
、
た
い
も
ん
を
以
証
人
ヲ
引
可
申
聞
候
条
、
御
吟
味
被
　
仰
付
可
被

下
候
、
為
其
如
件

　
寛
永
八
年
九
月
廿
七
日
　
　
西
尾
隼
人
（
花
押
）

　
　
　
　
今
村
宗
栄
殿
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Ａ
一
、
早
川
太
兵
衛
今
程
丹
波
山
中
ニ
在
之
由
申
候
、
酒
井
就
庵
方
へ
た
か
い
ニ

状
ノ
取
か
わ
し
仕
由

一
、
山
葉
左
助
同
豊
右
衛
門
ハ
是
義
ノ
由
　
大
岡
様
黄
母
衣
衆
山
葉
又
蔵
殿
孫

に
由
申
候
、
又
蔵
殿
水
野
日
向
殿
若
キ
時
よ
り
御
知
音
ニ
付
而
大
阪
牢
人
御

穿
鑿
之
刻
よ
り
、
日
向
殿
御
抱
置
ノ
由
申
候

Ｂ
此
す
な
山

す
な
山
ニ
五
六
百
斗
ハ
申
候

Ｃ
同
　
山
葉
豊
右
衛
門

同
　
山
葉
左
助

三
　
早
川
太
兵
衛

一
　
沖
次
郎
右
衛
門

二
　
佐
々
長
右
衛
門

Ｄ
五
　
野
村
左
馬
允

二
　
丹
羽
織
部 

五
十
間
程
有
之

一
　
西
尾
隼
人

三
　
津
田
勘
兵
衛

四
　
同
　
外
記

 

〔
挿
図
〕
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一
、
加
賀
国
大
正
寺
之
城
山
口
玄
蕃
・
同
右
京
父
子
取
籠
罷
有
候
、
八
月
三

日
ニ
　
古
中
納
言
様
御
戦
さ
せ
被
成
候
、
我
等
儀
未
せ
か
れ
十
六
ニ
而
御
座

候
故
、
随
分
か
せ
き
申
様
ニ
ハ
存
候
ヘ
共
、
城
へ
早
ク
罷
越
候
ニ
付
而
、
敵

共
具
足
甲
ぬ
き
す
て
、
西
ノ
方
へ
な
た
れ
申
者
共
出
合
く
ひ
取
申
候
、
す
く

ひ
ニ
而
御
座
候
間
、
討
申
間
敷
候
と
も
存
候
得
共
、
片
う
て
弐
個
所
手
負
申

候
ニ
付
而
、
無
念
ニ
存
す
く
ひ
ニ
候
ヘ
共
其
者
討
申
候
、
目
前
ニ
而
二
三
人

手
ふ
さ
き
申
内
、
高
田
伝
右
衛
門
小
姓
衆
ニ
て
た
か
ひ
ニ
存
候
故
、
高
田
伝

右
衛
門
ニ
ミ
せ
す
て
申
候
而
、
奥
へ
か
せ
き
は
い
り
申
候
処
、
其
内
ニ
何
も

具
足
甲
捨
西
之
方
へ
な
た
れ
落
、
其
場
之
敵
共
の
き
申
ニ
付
、
重
而
く
ひ
取

不
申
罷
出
申
候
、
右
之
仕
合
故
、　
御
前
之
く
ひ
帳
ニ
も
付
不
申
候
居
申
候

処
、
高
田
伝
右
衛
門
父
伝
助
、
伝
右
衛
門
江
承
候
而
、
浅
井
左
馬
殿
へ
右
之

段
之
御
物
語
申
候
、
左
馬
助
殿
横
山
大
膳
殿
へ
御
物
語
候
、
則
大
膳
殿
被
仰

上
候
処
、
せ
か
れ
之
気
分
見
事
仕
由
、
大
膳
殿
左
馬
殿
を
以
被
　
仰
出
、
御

加
増
弐
百
石
被
下
御
一
行
頂
戴
仕
候
、
被
　
仰
出
者
大
正
寺
ニ
而
之
か
せ
き

具
ニ
被
聞
召
上
候
、
手
ヲ
弐
個
所
負
な
か
ら
く
ひ
を
す
て
、
重
而
奥
へ
罷
越

義
尤
ニ
被
　
思
召
候
旨
被
　
仰
出
、
忝
　
御
意
御
座
候
、
右
御
一
行
大
膳
殿

左
馬
殿
よ
り
請
取
不
申
御
断
申
上
候
、
我
等
せ
か
れ
ニ
て
御
座
候
ヘ
ハ
、
手

柄
ヲ
仕
候
と
不
存
候
条
、
御
一
行
上
申
度
旨
御
理
り
申
候
処
、
御
両
人
殊
之

外
我
等
ヲ
し
か
り
被
申
候
、
左
様
之
覚
悟
ニ
而
、
右
之
段
其
年
御
寄
親
左
馬

殿
へ
も
語
不
申
候
、
併
此
度
高
田
伝
介
口
を
聞
、
其
段
相
立
　
御
耳
へ
候
処

ニ
、
無
残
所
気
分
之
由
、　
中
納
言
様
被
成
御
意
候
、
私
父
出
雲
守
・
伯
父

豊
後
守
承
候
者
満
足
可
仕
旨
　
御
意
之
由
左
馬
殿
被
仰
聞
候
、
忝
御
一
行
仕被

下

置
候
、
其
後
廿
九
之
年
大
坂
御
陣
当
　
中
納
言
様
御
供
仕
罷
立
候
、
山
崎
閑

斎
御
先
手
ニ
御
横
目
被
　
仰
付
罷
有
候
、
霜
月
四
日
之
朝
未
夜
を
懸
、
真
田

丸
堀
き
わ
須
戸
口
へ
付
居
申
候
、
せ
め
申
筈
ニ
御
座
候
者
、
須
戸
口
ヲ
や
ふ

り
押
込
可
申
旨
、
閑
斎
へ
安
見
右
近
・
津
田
勘
兵
衛
方
よ
り
申
遣
候
処
ニ
、

今
日
ハ
御
戦
無
之
候
、
篠
山
之
上
ヘ
こ
や
替
を
仕
事
候
、
早
々
引
取
候
へ
と

申
来
ニ
付
而
、
未
夜
明
不
申
候
内
ニ
跡
南
之
方
岸
之
上
ま
て
五
六
十
間
引
取
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申
処
、
城
内
よ
り
鉄
炮
討
懸
申
候
、
此
方
よ
り
茂
跡
之
お
さ
へ
に
御
鉄
炮

百
二
三
拾
挺
西
東
へ
定
置
、
御
鉄
炮
之
者
共
下
知
ヲ
津
田
外
記
・
隼
人
両
人

迄
下
知
申
付
討
せ
申
候
、
御
鉄
炮
頭
堀
才
助
・
藤
田
八
郎
兵
衛
・
長
田
猪
之

助
三
人
ハ
跡
谷
ニ
居
申
候
、
津
田
勘
兵
衛
・
安
見
右
近
両
人
ハ
閑
斎
よ
り
任

御
指
図
弐
丁
程
跡
へ
引
取
、
手
前
之
者
共
申
付
居
申
候
、
朝
之
内
ニ
手
負
死

人
共
五
六
拾
も
可
有
御
座
候
、
然
所
へ
　
上
様
ヨ
リ
上
使
之
由
ニ
而
、
赤
母

衣
之
御
使
番
衆
御
両
人
御
越
候
、
則
外
記
・
隼
人
十
間
余
り
御
迎
ニ
罷
出
申

候
、
御
両
人
被
仰
候
ハ
、
筑
前
殿
御
先
手
城
内
へ
乗
可
申
体
ニ
両
上
様
御
前

へ
相
見
へ
候
、
今
日
ハ
御
戦
さ
せ
不
被
成
候
間
、
早
々
引
上
候
へ
と
被
仰
渡

候
、
御
両
人
是
へ
御
越
候
而
御
見
計
候
ヘ
ハ
、
一
段
之
処
ニ
候
間
、
此
段
可

申
上
候
条
、
此
ま
ゝ
罷
有
候
へ
と
被
仰
候
間
、
朝
夜
之
内
ニ
丸
下
須
戸
口
迄

付
申
候
、
今
日
御
戦
さ
せ
無
御
座
候
間
、
上
之
段
迄
早
々
引
上
可
申
旨
、
山

崎
閑
斎
方
よ
り
申
越
、
扨
是
迄
引
取
申
由
申
上
候
処
、
隼
人
鉄
炮
ニ
而
甲
う

た
れ
申
候
と
を
り
不
申
候
付
而
、
お
き
上
り
申
候
処
、
又
む
ね
を
う
た
れ
た

を
れ
申
候
、
其
ヲ
御
覧
候
而
、
御
上
使
衆
御
帰
被
成
候
間
、
追
懸
、
外
記
・

私
申
上
候
ハ
今
少
是
ニ
被
成
御
座
、
御
覧
可
被
下
旨
申
上
候
ヘ
共
、
早
々
御

帰
被
成
候
事
、

已
上

九
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
尾
隼
人
（
花
押
）

　
　
　
西
尾
大
学
殿

　
　
　
同
　
主
馬
殿

　
　
　
同
　
三
郎
左
衛
門
殿

御
先
手
鉄
炮
頭
之
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
行
高

五
拾
挺
　
　
　
　
　
　
安
見
右
近
　
　
　
　
壱
万
七
千
石

三
拾
挺
　
　
　
　
　
　
津
田
勘
兵
衛
　
　
　
壱
万
石

同
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
織
部
　
　
　
　
三
千
石

同
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
左
馬
　
　
　
　
　
　
四
千
石

同
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
才
之
助
　
　
　
　
　
　
千
石

同
　
　
　
　
　
　
　
　
安
原
隼
人
　
　
　
　
　
　
同

同
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
八
郎
兵
衛
　
　
　
　
同

同
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
嶋
豊
前
　
　
　
　
　
　
弐
千
五
百
石

弐
拾
挺
　
　
　
　
　
　
長
田
市
兵
衛
　
　
　
　
　
五
百
石

　
〆
弐
百
八
拾
挺
　
御
鉄
炮
頭
衆
自
分
之
鉄
炮
百
五
六
拾
挺
御
座
候

　
　
　
　
黒
母
衣
　
　
西
尾
隼
人
　
　
　
　
　
　
五
千
石

　
　
　
　
同
　
　
　
　
津
田
外
記
　
　
　
　
　
　
三
千
石

右
弐
人
御
先
手
横
目
被
　
仰
付
御
鉄
炮
頭
共
一
所
ニ
罷
有
候
、
一
番
之
御
合

戦
岡
山
古
城
跡
ノ
所
ニ
て
御
合
戦
御
座
候
、
右
拾
一
人
ニ
而
一
番
合
戦
仕
追

払
申
候
、
右
之
外
一
番
之
御
合
戦
見
申
た
る
衆
壱
人
も
御
座
有
間
敷
候
、
御

先
手
之
大
将
山
崎
閑
斎
・
奥
村
河
内
守
ハ
御
鉄
炮
頭
共
よ
り
弐
町
程
跡
引
さ

か
り
、
手
前
之
人
数
共
ま
ろ
く
仕
、
両
人
馬
上
鑓
ヲ
持
人
数
共
先
へ
罷
出
乗

出
し
懸
り
申
候
、
御
先
手
御
鉄
炮
頭
九
人
并
御
横
目
隼
人
・
外
記
外
御
合
戦

見
申
た
る
衆
在
之
間
敷
候
、
御
鉄
炮
之
者
共
下
々
迄
も
為
見
有
之
事
ニ
候
、

何
角
申
衆
御
座
候
者
御
鉄
炮
之
者
下
々
迄
も
御
せ
ん
さ
く
被
成
可
被
　
聞
召

候
事
、

以
上
、

［
付
記
］

　
本
史
料
の
翻
刻
作
業
に
あ
た
り
、
金
沢
工
業
大
学
客
員
教
授
木
越
隆
三
氏
、
小

松
市
史
編
纂
委
員
室
山
孝
氏
、
金
沢
大
学
客
員
研
究
員
渡
貫
多
聞
氏
、
金
沢
大
学

大
学
院
人
文
学
専
攻
岡
野
友
里
香
氏
、
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
人
文
学
類
歴
史

文
化
学
コ
ー
ス
日
本
史
学
原
田
樹
氏
、
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
、
学
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
参
加
・
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
本
報
告
は
、
み

な
さ
ま
の
史
料
の
読
み
・
調
査
と
い
っ
た
成
果
の
賜
物
で
す
。
改
め
て
、
こ
こ
に
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厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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